
々
が
あ
り
、
北
側
に
ほ
、
城
山
、
洞
所
山
、
原
山
、
鉾
取
山
な
ど
、
標
高
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
 
 

山
々
が
あ
り
、
東
側
に
は
、
小
田
山
、
石
岳
山
な
ど
、
標
高
五
〇
〇
余
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
〇
〇
余
メ
Ⅰ
ト
ル
の
山
々
が
あ
る
が
、
南
 
 

側
の
山
々
は
、
三
石
山
な
ど
の
標
高
四
〇
〇
余
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
低
い
山
々
に
よ
っ
て
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
の
う
 
 

ち
、
西
側
に
あ
る
山
々
の
西
麓
は
海
岸
に
接
し
て
い
る
が
、
北
お
よ
び
東
側
の
山
々
は
、
隣
接
す
る
東
広
島
市
の
山
々
に
続
い
て
い
 
 

る
。
ま
た
、
東
お
よ
び
南
側
の
山
々
は
、
呉
市
の
灰
ケ
峰
、
江
ノ
藤
山
、
土
山
な
ど
標
高
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
〇
〇
余
メ
ー
 
 

ト
ル
の
山
々
に
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
往
時
、
森
林
に
生
息
す
る
動
物
は
、
隣
接
す
る
市
町
村
の
山
々
に
生
息
す
る
動
物
と
の
 
 

間
に
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
比
較
的
多
く
の
動
物
が
生
息
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
北
側
の
山
 
 

々
の
北
麓
に
ほ
山
陽
本
線
お
よ
び
国
道
二
号
線
が
通
り
、
東
側
で
は
、
東
広
島
市
や
要
戊
郡
黒
瀬
町
の
開
発
が
進
み
、
南
側
は
、
呉
 
 

市
の
開
発
の
た
め
呉
市
苗
代
町
、
焼
山
町
な
ど
住
宅
団
地
が
造
ら
れ
、
そ
れ
に
通
ず
る
道
路
も
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
熊
野
町
周
閉
の
 
 

山
々
は
、
動
物
交
流
の
両
で
は
、
周
辺
市
町
村
の
山
々
か
ら
孤
立
し
た
状
態
た
近
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
森
 
 

林
の
伐
採
や
楢
林
も
あ
り
、
熊
野
町
に
お
け
る
森
林
動
物
の
生
息
環
境
は
悪
化
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
 
 

に
こ
ぅ
が
わ
 
 
熊
野
町
の
河
川
に
は
、
二
河
川
水
系
と
瀬
野
州
水
系
の
二
水
系
が
あ
る
。
 
 
 

二
河
川
は
そ
の
源
を
広
島
県
呉
市
苗
代
町
付
近
に
発
し
、
は
ぼ
北
に
流
路
を
と
り
安
芸
郡
熊
野
町
呉
地
で
呉
地
州
を
合
流
し
、
さ
 
 

環
境
 
 第
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自
然
探
境
 
 

熊
野
町
の
周
田
に
は
、
西
側
に
絵
下
山
、
金
ケ
燈
篭
山
な
ど
、
標
高
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
山
 
 

第
四
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動
 
 

物
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ら
に
、
久
保
地
で
道
上
川
、
石
風
呂
川
を
合
流
し
西
南
西
に
流
路
を
か
え
る
。
そ
の
後
、
呉
市
押
込
町
で
平
谷
川
を
合
流
し
南
に
流
 
 

路
を
か
え
、
本
庄
貯
水
池
を
通
っ
て
南
に
流
下
し
、
二
河
峡
を
経
て
呉
港
に
注
い
で
い
る
。
河
口
か
ら
源
流
ま
で
の
流
路
延
長
は
約
 
 

一
九
キ
ロ
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
瀬
野
川
水
系
の
主
要
支
流
で
あ
る
熊
野
川
は
、
そ
の
源
を
熊
野
町
域
之
据
付
近
に
発
し
、
ほ
ぼ
北
東
に
流
下
し
っ
つ
前
地
 
 

付
近
で
三
谷
川
、
下
深
原
で
保
原
川
、
宮
前
で
雲
母
州
を
合
流
し
、
広
島
市
安
芸
区
阿
戸
町
国
革
付
近
で
北
に
流
路
を
か
え
、
安
芸
 
 

区
瀬
野
川
町
一
貫
田
付
近
で
瀬
野
川
と
合
流
す
る
。
瀬
野
川
は
西
に
、
山
陽
本
線
に
沿
っ
て
流
下
し
、
安
芸
郡
海
田
町
で
広
島
湾
の
 
 

一
部
で
あ
る
海
田
湾
に
流
入
す
る
。
河
口
か
ら
源
流
ま
で
の
流
路
延
長
は
約
二
八
キ
ロ
で
あ
る
。
 
 

森
林
を
中
心
と
し
て
生
活
す
る
哺
乳
顆
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
サ
ル
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
な
ど
が
い
る
と
い
う
 
 
 

が
、
イ
ノ
シ
シ
は
、
一
年
に
一
人
が
三
頭
以
上
捕
獲
す
る
人
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
比
較
的
多
く
生
息
し
て
い
 
 

る
よ
う
で
あ
る
。
サ
ル
は
約
」
ハ
○
個
体
の
群
れ
が
生
息
し
て
い
る
と
い
う
。
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
の
個
体
数
は
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
 
 

る
。
し
か
し
、
小
型
哺
乳
類
の
モ
グ
ラ
、
ネ
ズ
ミ
額
は
、
種
類
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
の
量
生
息
し
て
い
る
も
の
と
 
 

思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の
哺
乳
類
で
は
、
イ
タ
チ
、
コ
ウ
モ
リ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
が
、
イ
タ
チ
は
チ
ョ
ウ
セ
ソ
イ
タ
チ
が
多
く
 
 

ホ
ン
ド
イ
タ
チ
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
コ
ウ
モ
リ
の
種
類
た
つ
い
て
は
十
分
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
 
 

た
。
ま
た
、
熊
野
町
の
山
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
隣
接
す
る
広
島
市
安
芸
区
阿
戸
町
の
山
に
は
シ
カ
が
生
息
し
て
お
り
、
近
年
増
加
 
 

の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
 
 

野
や
山
で
は
、
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、
カ
ケ
ス
、
ム
ク
ド
リ
、
ス
ズ
メ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ヒ
バ
リ
、
セ
グ
 
 
 

鳥
類
 
 ロ

セ
キ
レ
イ
、
メ
ジ
ロ
、
モ
ズ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
、
ツ
バ
メ
、
ハ
ヤ
プ
サ
、
ト
 
 

ビ
、
キ
ジ
パ
ト
、
ヤ
マ
ド
リ
、
キ
ジ
な
ど
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
キ
ジ
は
放
鳥
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
在
来
の
キ
ジ
は
み
ら
れ
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第
〓
革
 
自
然
環
境
 
 

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
シ
マ
ヘ
ビ
、
シ
マ
ヘ
ビ
の
黒
化
型
（
カ
ラ
ス
ヘ
ビ
）
、
マ
ム
シ
、
な
ど
が
み
ら
れ
、
そ
の
ほ
か
、
ヤ
 
 
 

は
虫
類
 
 

マ
カ
ガ
シ
、
ジ
ム
ダ
リ
、
ヒ
バ
カ
リ
な
ど
も
生
息
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
カ
ナ
ヘ
ビ
、
ト
カ
ゲ
、
イ
シ
ガ
メ
、
 
 

ク
サ
ガ
メ
も
み
ら
れ
た
。
 
 

田
岡
に
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
が
み
ら
れ
、
山
に
近
い
田
園
や
用
水
路
に
ツ
チ
ガ
エ
ル
が
み
ら
れ
た
。
ま
 
 

れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
ニ
ホ
ン
7
カ
ガ
エ
ル
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
イ
モ
リ
が
み
ら
れ
た
。
ウ
 
 

シ
ガ
エ
ル
は
戦
後
移
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比
較
的
め
ず
ら
し
い
蛙
と
し
て
出
来
庭
付
近
に
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
が
 
 

生
息
し
、
田
圃
の
用
水
路
の
岸
な
ど
に
泡
状
の
卵
塊
を
産
み
付
け
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
蛙
は
、
中
国
山
地
に
近
い
地
域
に
は
生
息
 
 

す
る
が
、
海
岸
に
近
い
地
域
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
熊
野
町
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
広
島
市
八
本
松
町
飯
 
 

田
中
組
北
付
近
の
山
中
、
お
よ
び
宮
島
で
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
熊
野
町
に
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
 
 

が
生
息
す
る
こ
と
は
分
布
上
貴
重
な
蛙
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

魚
顆
の
調
査
は
、
二
河
川
水
系
で
ほ
、
熊
野
町
境
界
の
呉
市
押
込
町
（
河
口
か
ら
約
〓
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
上
流
に
、
支
 
 

ら
上
流
に
、
支
流
を
含
め
て
三
六
地
点
、
計
七
」
ハ
地
点
に
つ
い
て
行
っ
た
。
 
 
 

調
査
の
方
法
は
、
手
網
に
よ
っ
て
魚
類
を
取
り
、
種
類
を
確
認
し
な
が
ら
、
潜
水
に
よ
っ
て
各
種
頬
の
個
体
数
を
数
え
た
。
 
 
 

調
査
の
結
果
は
、
表
1
－
4
－
1
お
よ
び
表
1
4
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
熊
野
町
に
は
、
雨
水
系
あ
わ
せ
て
一
二
種
類
の
魚
 
 

類
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
二
河
川
水
系
に
九
焼
餅
、
熊
野
川
水
系
に
九
種
類
が
生
息
し
、
雨
水
系
と
も
に
生
息
し
て
い
る
魚
は
 
 
 

魚
類
 
 

両
生
類
 
 流

を
含
め
て
四
〇
地
点
に
つ
い
て
、
瀬
野
川
水
系
で
は
、
熊
野
川
の
海
上
側
（
瀬
野
川
河
口
か
ら
約
二
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
か
 
 

た
、
低
い
山
地
で
ニ
ホ
ソ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
み
ら
れ
た
が
、
個
体
数
ほ
極
め
て
少
な
い
。
谷
川
に
は
タ
ゴ
ガ
エ
ル
が
み
ら
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慕ぃー4－1 二河川水系における魚規の分布  

（個体数／10rげ、＋は1以下）  

河川本流l呉叫道上川l石風呂川l平谷川  弟
四
節
 
動
 
 

百
代
町
 
 
 

呉
 
地
 
 

久
保
地
 
 

川
 
角
 
 

押
込
町
 
 

久 重 山  

保 地 地 代  

ク
ゴ
ヤ
ツ
ワ
ウ
ウ
ザ
ル
コ
リ
塾
塾
型
リ
 
 

ッ
ハ
ム
カ
ヨ
㍗
ゾ
月
 
・
 
 

ヨ
 
 
 

ギ
カ
ワ
イ
ジ
 

ワ
 
 

″
シ
 
 

カ
 
 

ム
モ
ク
カ
オ
ド
シ
ア
プ
ド
ヨ
 
 

2
6
 
 

2
 
 
3
2
 
 

1
 
 
1
3
 
 

物
 
 
 

＋
 
 
 
＋
 
 
 
＋
2
 
 
 

十
 
 
＋
 
＋
＋
3
 
 

＋
 
 

l
＋
 
 
十
3
 
 

1
 
 

2
 
 
 

表1－4－2 熊野川水系における魚類の分布  

（個体数／10nf、＋は1以下）  

ムギツク  
モ ツ ゴ   
タ カ ハヤ  12  
カ ワ ム ツ  5  5  4  7 4  3   63  
オイカワ  
ドジ ョウ  
シマドジョウ  ＋   
アカザ   ＋  
ブルーギ／レ  
ドソコ  
ヨシノポリ  

／レリ型  
黒色大型  
橙色型  

カワヨシノポリ   12   
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重
な
っ
て
い
た
。
こ
の
魚
は
、
こ
の
礫
が
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
か
た
ま
っ
て
い
た
。
 
 
 

ム
ギ
ツ
ク
は
、
口
が
小
さ
く
、
ロ
ひ
げ
が
あ
り
、
目
の
前
か
ら
尾
び
れ
の
基
部
ま
で
体
側
に
濃
い
黒
い
線
が
あ
る
魚
で
、
河
川
の
 
 

中
流
域
に
多
く
み
ら
れ
る
種
類
で
あ
り
、
瀬
野
川
水
系
で
は
、
熊
野
川
の
海
上
側
か
ら
下
流
瀬
野
駅
付
近
ま
で
に
よ
く
み
ら
れ
る
種
 
 

類
で
あ
る
。
広
島
県
の
河
川
で
は
、
二
河
川
の
よ
う
に
生
息
し
て
い
な
い
河
川
も
あ
り
、
佐
伯
郡
の
小
瀬
川
の
よ
う
に
、
大
き
な
河
 
 

川
で
も
、
現
在
は
移
入
さ
れ
て
生
息
し
て
い
る
が
、
昔
は
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
河
川
も
あ
る
。
 
 

第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

タ
カ
ハ
ヤ
、
カ
ワ
ム
ツ
、
オ
イ
カ
ワ
、
ド
ジ
ョ
ケ
、
、
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ド
ソ
コ
の
六
種
類
で
あ
っ
た
q
二
河
川
水
系
だ
け
に
み
ら
れ
 
 

た
も
の
は
モ
ツ
ゴ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
、
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
の
三
種
頬
で
あ
り
、
ま
た
熊
野
川
水
系
だ
け
に
み
ら
れ
た
も
の
は
ム
ギ
ツ
ク
、
ア
 
 

カ
ザ
、
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
の
三
種
炉
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
魚
頬
の
生
息
状
況
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 
 

熊
野
町
で
は
、
海
上
側
の
熊
野
川
本
流
の
一
地
点
だ
け
に
み
ら
れ
た
。
生
息
場
所
は
、
川
幅
約
六
メ
ー
ト
ル
、
水
深
 
 

こ
の
魚
は
本
庄
貯
水
池
お
よ
び
押
込
町
、
川
角
、
久
保
地
、
墓
地
、
山
代
付
近
の
二
河
川
水
系
だ
け
に
、
渕
や
水
深
の
浅
い
砂
底
 
 

の
場
所
に
み
ら
れ
た
。
 
 
 

こ
の
魚
は
、
河
川
の
下
流
域
に
主
に
生
息
す
る
種
顆
で
あ
り
、
青
か
ら
熊
野
町
に
生
息
し
て
い
た
も
の
で
な
く
、
何
か
の
機
会
に
 
 

移
入
さ
れ
、
二
河
川
の
現
在
の
生
息
地
や
、
本
庄
貯
水
池
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
す
み
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
庄
貯
水
池
に
多
 
 

く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
貯
水
池
や
繁
殖
し
、
河
川
に
遡
上
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
．
 
 
 

ム
ギ
ツ
ク
 
 

モ
ツ
ゴ
 
 
熊
野
町
で
は
ク
チ
ポ
ソ
と
い
い
、
ロ
が
小
さ
く
、
ム
ギ
ツ
ク
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
ム
ギ
ツ
ク
の
よ
う
な
口
ひ
げ
は
な
 
 

く
、
吻
端
か
ら
体
側
に
か
け
て
の
濃
い
黒
い
線
も
み
ら
れ
ず
、
鱗
が
大
き
い
の
で
区
別
さ
れ
る
。
 
 

一
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
砂
直
の
渕
で
あ
り
、
川
底
の
一
部
に
は
三
〇
～
五
〇
七
ソ
チ
大
の
礫
が
二
重
か
ら
三
重
に
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量
の
少
な
い
よ
ど
み
や
渕
の
周
辺
部
に
多
く
み
ら
れ
た
。
カ
ワ
ム
ツ
と
混
生
し
て
い
る
場
所
も
あ
っ
た
。
 
 

熊
野
町
で
は
、
ア
カ
モ
チ
、
ア
カ
ン
パ
チ
と
よ
び
、
赤
色
の
婚
姻
色
が
出
た
も
の
は
グ
リ
と
も
よ
ぶ
。
子
供
た
ち
が
 
 
カ
ワ
ム
ツ
 
 

釣
っ
て
釆
て
、
よ
く
井
戸
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
。
 
 
 

こ
の
魚
は
、
両
水
系
と
も
、
生
息
個
体
数
が
最
も
多
い
種
塀
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
調
査
地
点
に
生
息
し
て
お
り
、
支
流
よ
り
本
 
 

流
に
多
く
み
ら
れ
た
。
瀬
よ
り
渕
状
都
に
多
く
、
階
段
的
に
落
ち
こ
む
よ
う
な
河
床
の
部
分
で
多
く
み
ら
れ
た
。
 
 

タ
カ
ハ
ヤ
 
 

簸
四
節
 
動
 
 

熊
野
町
で
は
ド
ロ
バ
エ
と
よ
ん
で
い
る
。
比
較
的
冷
水
に
生
息
す
る
魚
で
、
雨
水
系
と
も
支
流
だ
け
に
み
ら
れ
、
水
 
 

図141カワムソ（中国新川祉仙広高県人∩  
物  

利骨相1主より）  

図142 オイカワ 川1国対潤】祉刊、広浩県人偏  

科辞典より）  

で
は
、
ヤ
ナ
ギ
、
ヤ
ナ
ギ
バ
イ
と
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
 
 

こ
の
名
は
カ
ワ
ム
ツ
の
雌
と
混
同
し
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
 
 

う
に
思
わ
れ
る
。
二
河
川
で
は
呉
地
付
近
か
ら
下
流
に
、
道
 
 

上
川
で
は
重
地
付
近
か
ら
下
流
に
、
平
谷
川
で
は
平
谷
付
近
 
 

か
ら
下
流
に
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
熊
野
川
で
は
加
良
地
付
近
 
 

か
ら
下
流
に
み
ら
れ
た
。
 
 
 

カ
ワ
ム
ツ
は
上
流
域
ま
で
生
息
す
る
が
、
オ
イ
カ
ワ
は
、
 
 

下
流
域
か
ら
中
流
域
の
、
日
当
た
り
の
よ
い
浅
い
漸
に
多
く
 
 

生
息
す
る
性
質
の
種
類
で
あ
り
、
熊
野
町
で
も
、
上
流
域
で
 
 

は
カ
ワ
ム
ツ
は
生
息
し
て
い
て
も
、
オ
イ
カ
ワ
は
み
ら
れ
な
 
 

オ
イ
カ
ワ
 
 
こ
の
魚
の
名
は
、
琵
琶
湖
付
近
の
方
言
が
和
 
 

名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
熊
野
町
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と
が
多
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
魚
は
、
本
庄
貯
水
池
に
多
く
生
息
し
て
い
る
の
で
、
貯
水
池
か
ら
遡
上
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

貯
水
池
へ
の
移
入
経
路
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
昭
和
五
十
年
前
後
転
移
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
幼
魚
も
生
息
し
て
 
 

い
る
こ
と
か
ら
、
貯
水
池
で
繁
殖
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

北
米
原
産
の
魚
で
、
日
本
に
は
昭
和
三
十
五
年
に
移
入
さ
れ
、
伊
豆
半
島
の
湖
に
放
流
さ
れ
た
が
、
繁
殖
力
が
大
き
く
、
現
在
は
 
 

各
地
の
湖
や
池
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
魚
の
卵
や
小
魚
な
ど
も
た
べ
る
の
で
、
本
庄
貯
水
池
お
よ
び
付
近
の
魚
相
が
変
わ
る
 
 

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

数
は
少
な
く
、
絶
滅
の
可
能
性
が
あ
る
。
清
流
に
生
息
す
る
魚
で
あ
り
、
広
島
県
で
も
、
ま
た
全
国
的
に
も
絶
滅
の
一
 
 

途
を
辿
っ
て
い
る
魚
で
あ
る
。
 
 

第
一
茸
 
自
然
環
境
 
 

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
魚
は
、
河
川
改
修
た
ど
に
伴
っ
て
、
近
年
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
 
 

り
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
生
息
に
は
適
さ
な
い
。
み
ら
れ
た
二
個
体
も
水
田
や
用
水
路
、
池
な
ど
泥
底
の
場
所
に
生
息
し
て
 
 

い
た
も
の
が
流
出
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

ブ
ル
ー
ギ
ル
 
 

ド
ジ
ョ
ウ
 
 

7
カ
ザ
 
 

シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
 
 

な
い
。
生
息
場
所
は
い
ず
れ
も
砂
庶
の
場
所
で
あ
っ
た
。
 
 

熊
野
町
で
は
テ
ン
キ
リ
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
一
年
、
五
十
八
年
に
三
谷
川
で
み
ら
れ
て
い
る
が
、
生
息
個
体
 
 

川
角
と
上
深
原
で
一
個
価
ず
つ
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
雨
水
系
と
も
、
河
床
は
ほ
と
ん
ど
砂
や
轢
か
ら
な
っ
て
お
 
 

二
河
川
の
川
角
付
近
の
二
地
点
で
昭
和
五
十
九
年
に
み
ら
れ
た
が
、
二
河
川
で
は
五
十
八
年
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
 
 

た
。
こ
れ
ら
の
生
息
地
で
は
、
比
較
的
水
深
の
深
い
渕
状
部
や
、
川
岸
の
水
草
の
中
に
隠
れ
て
生
息
し
て
い
る
こ
 
 

二
河
川
の
呉
地
、
苗
代
町
で
三
個
体
、
熊
野
川
の
宮
前
で
一
個
体
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
生
息
個
体
数
は
少
 
 



ん
紋
型
に
よ
っ
て
数
塾
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
熊
野
町
に
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ル
リ
型
、
黒
色
大
型
、
橙
色
型
の
 
 

三
型
が
み
ら
れ
た
。
 
 
 

ル
リ
型
は
、
頭
の
頻
部
や
体
側
に
、
ま
こ
と
に
美
し
い
る
り
色
の
小
点
が
散
在
す
る
も
の
で
、
こ
の
小
点
は
雌
雄
と
も
み
ら
れ
る
 
 

が
、
特
に
繁
殖
期
の
雄
に
頗
著
に
み
ら
れ
る
。
 
 
 

熊
野
川
に
は
生
息
し
な
い
が
、
二
河
川
の
呉
地
付
近
の
瀬
に
多
く
生
息
し
、
昭
和
五
十
年
前
後
に
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
 
 

一
個
体
以
上
み
ら
れ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
ほ
約
一
〇
分
の
一
以
下
に
減
少
し
て
い
た
。
し
か
し
、
広
島
県
で
は
、
佐
伯
郡
小
渾
川
 
 

に
生
息
し
て
い
る
が
、
極
め
て
個
体
数
が
少
な
く
、
熊
野
川
の
よ
う
に
高
密
度
に
生
息
し
て
い
る
河
川
は
、
中
国
地
方
で
は
こ
れ
ま
 
 

で
に
例
を
み
な
い
。
 
 
 

黒
色
大
型
は
、
頭
の
薪
部
に
は
は
ん
紋
が
な
く
、
胸
び
れ
基
部
に
黒
色
菱
型
の
明
瞭
な
ほ
ん
紋
が
あ
る
も
の
で
、
熊
野
川
に
は
生
 
 

息
し
な
い
が
、
昭
和
五
十
年
前
後
に
は
、
二
河
川
の
呉
地
付
近
に
生
息
し
て
お
り
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
〇
・
三
個
体
が
み
 
 

ら
れ
た
。
今
回
の
調
査
で
ほ
、
ル
リ
型
と
お
な
じ
よ
う
に
か
な
り
減
少
し
て
い
た
。
 
 
 

橙
色
型
は
、
帝
都
に
は
ん
紋
が
な
く
、
黒
色
大
型
に
似
て
い
る
が
、
胸
び
れ
基
部
の
黒
色
菱
型
は
ん
紋
が
不
明
瞭
で
、
尾
び
れ
基
 
 

部
が
橙
色
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
熊
野
川
に
は
生
息
し
な
い
が
、
二
河
川
で
は
呉
市
苗
代
町
の
熊
野
川
境
界
付
近
か
ら
下
流
に
、
ま
 
 

た
、
各
支
流
で
は
か
な
り
上
流
ま
で
、
多
く
の
個
体
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
魚
は
、
昭
和
五
十
年
に
は
、
少
な
く
と
も
呉
地
付
近
に
は
 
 

一
個
休
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
近
年
増
殖
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
広
島
県
で
は
、
東
広
島
市
の
黒
瀬
川
に
は
以
前
か
ら
 
 

第
四
節
 
動
 
 物
 
 

ド
ン
コ
 
 

ヨ
シ
ノ
ポ
リ
 
 

熊
野
町
で
ほ
ボ
ン
ゴ
、
ゴ
ソ
ポ
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
個
体
数
は
少
な
い
が
、
両
水
系
と
も
は
ぼ
全
域
に
生
息
し
て
 
 

い
る
。
ほ
と
ん
ど
止
水
に
近
い
川
岸
の
水
草
の
中
や
泥
の
上
で
多
く
み
ら
れ
た
。
 
 
 

熊
野
町
で
は
ゴ
リ
ン
、
ゴ
リ
な
ど
と
よ
は
れ
て
い
る
が
、
ハ
ゼ
の
仲
間
で
あ
る
。
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
は
、
そ
の
体
色
は
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第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

み
ら
れ
た
が
、
他
の
河
川
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
、
琵
琶
湖
な
ど
限
ら
れ
た
場
所
に
生
息
し
て
い
た
も
 
 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
広
島
県
で
は
ア
ユ
が
放
流
さ
れ
る
河
川
に
は
、
こ
れ
ま
で
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
が
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
場
所
 
 

に
ま
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
瀬
野
川
水
系
で
も
、
昭
和
三
十
年
頃
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
広
島
市
安
芸
区
瀬
 
 

野
川
町
の
瀬
野
か
ら
下
流
に
は
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
 
 
 

熊
野
町
の
二
河
川
で
は
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
と
お
な
じ
よ
う
に
、
本
庄
貯
水
池
に
多
く
生
息
し
、
こ
の
付
近
の
二
河
川
で
は
、
川
角
の
 
 

一
地
点
で
、
昭
和
五
十
九
年
に
、
幼
魚
が
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
五
〇
〇
個
体
、
全
部
で
は
一
万
個
体
を
越
え
る
幼
魚
が
み
 
 

ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
橙
色
型
の
幼
魚
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
魚
は
何
か
の
磯
会
に
貯
水
池
に
移
入
さ
れ
、
増
 
 

殖
し
て
河
川
に
遡
上
し
て
い
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

二
河
川
で
は
、
橙
色
型
の
増
加
に
つ
れ
て
ル
ソ
型
や
黒
色
大
型
が
減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

熊
野
町
で
は
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
と
お
な
じ
よ
う
に
、
∴
コ
リ
ソ
、
ゴ
リ
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
に
極
 
 
 

力
ワ
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
 
 め

て
よ
く
似
て
い
る
が
違
う
と
こ
ろ
は
、
胸
び
れ
の
ひ
れ
粂
数
が
一
八
木
以
下
で
あ
り
、
卵
の
大
き
さ
が
ヨ
 
 

シ
ノ
ポ
リ
の
約
三
倍
あ
る
。
ま
た
、
体
の
横
じ
ま
が
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
よ
り
不
明
瞭
で
あ
る
。
熊
野
川
で
は
支
流
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
全
 
 

域
に
比
較
的
多
く
生
息
し
て
い
る
が
、
二
河
川
水
系
で
は
こ
れ
ま
で
一
個
体
も
み
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
 
 
 

熊
野
川
に
は
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
が
生
息
し
な
い
で
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
が
生
息
し
て
い
る
の
に
対
し
、
二
河
川
に
は
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
が
生
息
 
 

し
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ポ
リ
が
生
息
し
な
い
。
お
な
じ
よ
う
に
、
ム
ギ
ツ
ク
は
、
熊
野
川
に
は
み
ら
れ
る
が
二
河
川
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
 
 

た
、
こ
の
た
び
ほ
両
河
川
と
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
ウ
ナ
ギ
と
ナ
マ
ズ
が
熊
野
川
に
は
生
息
す
る
が
二
河
川
に
は
生
息
L
な
い
 
 

と
い
う
。
近
年
移
入
さ
れ
た
魚
は
別
と
し
て
、
お
な
じ
町
内
の
極
め
て
接
近
し
て
い
る
両
河
川
で
、
在
来
の
魚
に
こ
の
よ
う
な
分
布
 
 

の
逢
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
大
変
興
味
ふ
か
い
こ
と
で
あ
る
。
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魚
類
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
豊
北
高
等
学
校
教
諭
河
口
郁
史
氏
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、
末
尾
で
は
あ
る
が
記
し
て
深
 
 

甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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